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研究成果の概要（和文）：「長期の 18 世紀」における海域アジア世界の経済発展は、海外貿易の

発展と後背地域の経済的結合の強化によるもので、現地アジア商人とアジア独自の「商品連鎖」

に支えられていた。同様に、1970 年代以降の「東アジアの経済的再興」は、開発主義に象徴さ

れるアジア人エリート層の主導性と対外経済援助の結合、それを可能にした冷戦体制と地域主

義の発展が相互に影響し合うことにより可能になった点を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：The economic development of Maritime Asia in the ‘Long Eighteenth 
Century’ was made by the rapid growth of overseas trade and its hinterlands, combined 
with dynamic activities of Asian merchants and an unique development of Asian ‘commodity 
chain’. Similarly, ‘Economic resurgence of East Asia’ since the 1970s was materialized 
by the combination of Asian ‘Developmentalism’, led by elites classes, with foreign 
economic aids-programmes. It was enabled under a favorable international ‘Cold-War’ 
system and by the development of Asian regionalism.      
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１．研究開始当初の背景 
(1) 比較と関係性をキイ概念として、2003 年
同後半から 4年間にわたり、グローバルヒス
トリーに関する国際セミナー(22 回)、ワーク
ショップ(9 回)、国際研究集会（1 回）を開
催し、広域の比較地域史研究と、世界システ
ム論の代表される関係史研究を接合するグ
ローバルヒストリーの構築を目指していた。 

(2) 世界的規模でのグローバル経済史の共
同 研 究 GEHN (Global Economic History 
Network)と緊密な協力関係を維持し、本研究
申請前の 4 年間に 10 回の国際ワークショッ
プに参加し、阪大でも一度主催した。 
(3) アジア・太平洋地域においても、中国や
韓国、シンガポール等でグローバルヒストリ
ー研究への関心が高まり、国際的な研究ネッ
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トワークの必要性が認識されていた。 
 
２．研究の目的 
(1) グローバル経済史の研究が集中する「長
期の 18 世紀」（近世）における海域アジア世
界の経済発展を、ポメランツが提唱する「大
分岐」論の観点から考察し、ヨーロッパ世界
との共通点と相違、海域アジアにおける国際
商業と後背地の発展の独自性を分析する。 
(2) 欧米中心の 19-20世紀前半の世界システ
ムにおいて、二つのヘゲモニー国家（英米両
国）が果たした歴史的役割を、アジア世界と
の相互依存関係の観点から再考する。二つの
ヘゲモニーは、どこまでアジア世界との関係
に規定されていたのかを解明する。 
(3) 1970年代以降の東アジア地域のめざまし
い経済発展（東アジアの経済的再興）の歴史
的起源と要因を考察する。東アジアの経済的
再興は、同時並行的な経済発展が見られた近
世への回帰なのか、新たな起動因があるのか。 
(4) 以上の 3つの課題を設定することにより、
検討の時期を 18世紀から 21世紀現代に至る
3 世紀間に設定し、従来の近代世界システム
論の問題点とアジア世界の位置づけを再考
し、新たな近現代世界史像の提示を目指す。 
 
３．研究の方法 
(1) メンバーを、「長期の 18 世紀」研究を担
当する第１班（統括・水島司）と、現代の「東
アジアの経済的再興」を論じる第２班（統
括・秋田茂）に分けて考察を進めるが、全体
討議は年 3回の定例研究会で全員行う。 
(2) 第 1 班では、①近世東アジア（中華帝国
と日本）、南アジア（ムガール帝国）、西ヨー
ロッパ各地域における同時並行的な経済発
展を前提として、これら主要地域の経済発展
を示す諸指標・データ（人口・貿易・地域内
部の消費財生産など）の収集と分析を行い、
②収集したデータの双方向的比較を行う、③
主要地域間の相互交流を明らかにするため
に、対外貿易を担った中心的な港市と、その
後背地帯の経済構造の変容を解明する。 
(3) 第２班では、既存の統計データを活用し
て、①英米二つのヘゲモニー国家が提供した
「国際公共財」とアジア世界の経済発展・工
業化との関連性を解明し、②経済発展の経路
をめぐるアジア世界と他の非ヨーロッパ諸
地域との双方向的な相互比較を行う。 
(4) アジア太平洋地域におけるグローバル
ヒストリー研究を促進するために、新たに国
際学会「アジア世界史学(Asian Association 
of World Historians: AAWH)を設立し、国際
的な対外情報発信の舞台とする。 
(5) 研究成果は、AAWH にとどまらず、国際経
済史学会（3年ごとに開催、2009 年オランダ・
ユトレヒト）、国際歴史学会議（5年ごとに開
催、2010 年オランダ・アムステルダム）、ヨ

ーロッパ・グローバルヒストリー学会大会
（３年ごとに開催、2011 年ロンドン）、アメ
リカ・アジア地域研究学会大会（毎年開催、
2011 年ホノルル）など、世界の主要な国際学
会の大会において積極的に発表する。 
 
４．研究成果 
(1) 「長期の 18 世紀」における海域アジア
世界の経済発展、海外貿易の展開と後背地域
との関連性を、アジアの主要港市（マドラス、
ポンディシェリー、ペナン、シンガポール、
バタヴィヤ、バンテン、広州、長崎）を事例
に比較研究し、アジアの現地人商人とアジア
独自の「商品連鎖」が、経済発展の原動力で
あることを明らかにした。その成果は、英文
論集 Tsukasa Mizushima, Brian Souza and 
Dennis Flynn (eds.), Place, Space and 
Time: Asian Hinterlands and Political 
Economic Development in the Long 
Eighteenth Century (Brill, forthcoming 
2013)として編集中である。 
(2) 1970年代以降の「東アジアの経済的再興」
の歴史的起源とそれを可能にした諸要因を
探究した。その結果、第二次大戦後の東アジ
ア地域における国家主導の「開発主義」に象
徴されるアジア人エリート層の主体性と主
導性、コロンボ・プランやインド援助国際コ
ンソーシアムに代表される対外経済援助（後
の政府開発援助 ODA）の供与、それを可能に
した戦後の冷戦体制と、アジアにおける地域
主義の形成と発展、これら諸要因が相互に組
み合わさって、東アジア諸国における急速な
工業化が可能になった機構と、そのダイナミ
ズムを解明した。その成果は、2011 年 4月の
ヨーロッパ・グローバルヒストリー学会第三
回大会でのセッションで発表した。 
(3) 二つの研究班全体の成果は、日本語によ
る研究論文集、秋田茂編『アジアから考える
グルーバルヒストリー：長期の 18 世紀から
東アジアの経済的再興へ』（ミネルヴァ書房、
2013 年 1 月刊行予定）として編集中である。 
(4) 上記の論文集の編集・刊行に加えて、定
期的に実施したセミナーやワークショップ
の成果を精査して、「大阪大学グローバルヒ
ストリー研究 Working Paper シリーズ」の刊
行に努めた。2012 年 3 月末で、19 号まで刊
行している。 
(5) アジア太平洋地域におけるグローバル
ヒストリー研究を推進する国際的な舞台と
して、2009 年 5 月に「アジア世界史学会」
(AAWH)を正式に設立し、第一回国際会議を大
阪大学で開催した。事務局は、2009 年 6月―
2010 年 5 月まで、大阪大学文学研究科で引き
受け、大会 Proceedings を CD-ROM で刊行し
た。 
 また、引き続き、旧 GEHN 関連の海外研究
機関（ロンドン大学 LSE・カリフォルニア大



 

 

学アーバイン校・ライデン大学）との連携を
強化するため、共同研究を継続的に行った。
新たに、斎藤修をケンブリッジ大学に派遣し、
同大学の「人口史・社会構造研究グループ」
と、近世の就業構造の比較史に関する行動研
究を行った。 
 
５．主な発表論文等 
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